
ごみの分別種・回収システム

■１１月祭期間中のごみの流れ　
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ごみ分別・リサイクルに関する取り組み 11月祭環境対策委員会 活動報告2008

■分別種と分別基準

↓お祭り広場に設置したごみ箱ステ　
　ーション。バケツは生ごみ回収用。

来場者からごみ排出

会場内ごみ箱（6分別）

各ごみ箱担当模擬店が分別

集積場で分別チェック・再分別

各企画者からごみ排出

各企画者が分別
（9分別ないし10分別）

  

  

分別ごとに処理委託（次頁参照）

来場者由来のごみ 企画者由来のごみ

 

 

◆来場者
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h Qw母1m以 下 に な る よ う 折 り

た た ん で 下 さ い 。 塗 料 が 全 面

に 付 着 し た も の は 「 紙 ご み ・  

ビ ニ ー ル ・ そ の 他 」 へ 。 

｢紙ごみ・ビニール
・その他｣

いわゆる「一般ごみ」です。　

他の分別にあてはまらないも　

のは全てこの分別としました。

　当委員会では11月祭期間中に排出されるごみについて、祭りの性格や各排出元の性質などを鑑
み分別種も設けています。今年度は来場者由来のごみには6種類（下記1～6）、屋内企画・グラ
ウンド企画など由来には9種類（下記1～9）、模擬店企画由来のごみには10種類（下記1～10）の
分別を適用しました。また、例年11月祭後に大量に排出されるごみ（下記11・12）は後片付け日
にのみ回収しました。

模擬店で使用される白い発泡

スチロールトレー専用の分別

です。洗浄後リサイクルにま

わすため、汚れが落ちにくい

ものは「紙ごみ・ビニール・

洗浄のうえ切り開くことと

とし、裏がアルミでコーテ

ィングされたものは「紙ご

み・ビニール・その他」と

しました。

濡れていても回収しましたが
、塗料の付着が多いものは「
紙ごみ・ビニール・その他」
としました。回収量が多いの
で原則後片付け日のみの回収
としましたが、４日間とおし
て行わない企画から排出され

竹箸、木のスプーン、爪楊枝

もこの分別としました。

少しでも汚れがあるものは

「紙ごみ・ビニール・その

他」としました。未使用の

発泡スチロールトレー、ペ

ットボトルのラベルもこの

キャップ・ラベルは取り外し

、ごみ箱に設置した「キャッ

プ・ラベル入れ」で回収で　

きるようにしました。集積場

にてペットボトル本体は洗浄

し、ラベルは「汚れのないビ

　ニール・プラスチック類」

｢汚れのないビニール
・プラスチック類｣

集積場で「缶」と「びん」
に改めて分け、缶について
は回収効率向上のため押し
つぶして減容化しました。
びんのキャップは基本的に
「缶」に含めました。

｢缶・びん｣

｢ペットボトル｣

｢発泡スチロールトレー｣

｢割り箸・竹串｣

生ごみ以外の異物はできる

だけ取り除く、としました

｢生ごみ｣
　　

｢牛乳パック｣

　　

｢段ボール｣

 

各企画で用いられた物品
・備品などを回収しまし
た。

一部企画で使用された雑
誌などを回収しました。
　　

調理に使った油を廃棄する

際の分別です。雨が入らな

いよう注意を促し、また凝

固剤は使用しないようお願

いしました。

｢廃食用油｣ ｢粗大ごみ｣ ｢故紙｣

その他」と
しました。

に、キャップは専用の
箱に分別しました。

分別としました。 るものについては回収
しました。

１１月祭期間中のごみの流れ

　１１月祭期間中のごみは大きく分けて来場者由来のものと各企画者由来のものとがあり、それぞれの
回収の流れは以下のようになっています

　11月祭環境対策委員会では、11月祭期間中、大量に排出されるごみの適正

処理のため、細かな分別種を設け、模擬店によるごみ箱管理・集積場での再分

別などを通じて分別の徹底を図っています。ここではごみの分別種と分別基準、

および１１月祭期間中のごみ回収の流れを紹介します。

会場内のごみ箱ステーション。18ヶ所
に計144個のごみ箱を設置した。バケ
ツは生ごみ回収用。各模擬店が毎朝
のごみ箱設置と営業時間終了後の撤
収・保管を担当した。

↓

◆来場者由来のごみ

　来場者が捨てる容器・割り箸などのごみは、1ヶ所につき6～10

個のごみ箱を集めた、会場内の「ごみ箱ステーション」で回収しまし

た。主な排出元が模擬店であることから、一模擬店ごとに一つのご

み箱を担当してもらい、ごみの回収・分別・集積場への運搬をお願

いしました。運搬されたごみは集積場で当委員会スタッフが基準に

従って分別されているかのチェックをし、必要に応じて再分別をし

たうえで処理にまわされます。

◆企画者由来のごみ

　屋内企画、グラウンド企画などの各企画に伴って排出されるごみ

は各企画担当者の方々に責任をもって回収・分別・集積場への運

搬をしてもらいます。集積場以降の処理は上と同じです。

キャップ・ラベルは取り外し、本

体洗浄のうえ、ラベルは「汚れ

のないビニール・プラスチック類

」に、キャップは専用の箱に分

別しました。
 

としました。


